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日-31 日、静岡、口頭発表.	
 

5. 渕上由貴、葛島美季、池田理恵、和田光弘、黒田直敬、中島憲一郎：合成麻薬	
 MDMA	
 錠
剤に含有する薬物の相互作用リスクの評価、第 131 回日本薬学会年会、2011 年 3 月 28

日-31 日、静岡、口頭発表.	
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7. 鮫元健人、太田	
 薫、岸川直哉、大山	
 要、中島憲一郎、黒田直敬：キノンの酸化還
元サイクルを利用する食品中ピロロキノリンキノンの高選択的 HPLC-UV 定量法の開発、

第 131 回日本薬学会年会、2011 年 3 月 28 日-31 日、静岡、ポスター発表.	
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20. 千原光貴、岸川直哉、大山	
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のメタンフェタミンの HPLC-化学発光定量と毛髪移行性評価、生物発光化学発光研究

会 第 28 回学術講演会、2011 年 10 月 8 日、長崎、ポスター発表.	
 

22. 小林ちひろ、池田理恵、和田光弘、天島道夫、黒田直敬、中島憲一郎：ルミノール化
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直敬：免疫複合体の新規網羅的解析法（イムノコンプレキソーム解析法）を用いる関
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